
事務事業評価シート（総括表）

事務事業 75 交通結節点の整備推進（中井駅周辺）

章 3 安全で快適な、みどりのあるまち

大項目 01 計画的なまちづくりの展開

施策 01 適切な都市構造の実現

事業内容

目的
　環状六号線拡幅工事により生ずる中井富士見橋の高架下空間を活用し、西武線中井駅周辺の交通の利便
性向上を図ります。

対象・手段
対象：東京都、首都高速道路、西武鉄道、中井駅利用客及び落合・中井地区住民
手段：高架下空間を利用した中井駅周辺の整備を行ないます。

成果（事業が意図する成果）

　駅北口を整備することにより、踏み切りを横断することなく駅利用が可能となります。
　駅前広場を整備し、自転車駐車場を設置することにより、放置自転車の解消が図られます。

事業成果指標
指標名 定義 目標水準

中井駅周辺の整備
整備計画を策定して20%、基本調査を行って
30％、実施設計を行って50%、整備工事が完
了して100%とします。

（ ） 年度に

（ 100% ） の水準達成

（ ） 年度に

（ ） の水準達成

（ ） 年度に

（ ） の水準達成

成果の達成状況

単　位 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 備　　考

事
業
成
果
指
標

目標値１① ％ 100.00 100.00 100.00 100.00 都道環状六号線の工事に
起因する計画のため、目
標年次の設定はできませ

 ん。
基本調査を19年度に行っ
たため、30％の達成状況
です。今後、実施設計に
向け、住民、関係機関と
の調整を行っていきま
す。

実績１② ％ 20.00 20.00 20.00 30.00

③＝②／① ％ 20.00 20.00 20.00 30.00

目標値２④ 0.00 0.00 0.00 0.00

実績２⑤ 0.00 0.00 0.00 0.00

⑥＝⑤／④ ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

目標値３⑦ 0.00 0.00 0.00 0.00

実績３⑧ 0.00 0.00 0.00 0.00

⑨＝⑧／⑦ ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

事業の実施内容

平成18年度
調整協議（都、首都高速道路㈱、西武鉄道）
住民対応（環状六号線、中井駅周辺の工事進捗及び事業内容についての説明）

平成19年度
調整協議（都、首都高速道路㈱、西武鉄道）
住民対応（環状六号線、中井駅周辺の工事進捗及び事業内容についての説明）
西武線中井駅周辺地区整備基本計画に基づく委託調査（交通量調査、施設規模、施設配置等の検討）



部名称 都市計画部 課名称 都市計画課

単　位 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 備　　考

ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

事業費⑩ 千円 0 0 0 0

人件費⑪ 千円 6,670 6,670 6,624 6,608

事務費⑫ 千円 58 60 59 3,505

減価償却費等⑬ 千円 0 0 0 0

総計⑭＝⑩＋⑪＋⑫＋⑬ 千円 6,728 6,730 6,683 10,113

受益者負担⑮ 千円 0 0 0 0

純計⑯＝⑭－⑮ 千円 6,728 6,730 6,683 10,113

受益者負担率⑮／⑭ ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

財
源
内
訳

一般財源⑰＝⑯－⑱
千円

6,728 6,730 6,683 10,113

特定財源⑱ 0 0 0 0

一般財源投入率⑰／⑭ ％ 100.00 100.00 100.00 100.00

職員
常勤職員

人
0.80 0.80 0.80 0.80

非常勤職員 0.00 0.00 0.00 0.00

事業に関する検討課題

　環状六号線工事の進捗を見守り、西武鉄道及び道路事業者及び地域住民と調整を図る必要があります。幹
線道路から北口の整備予定地への経路の設定等が今後の課題です。
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達成度 2
　19年度は工事進捗状況を踏まえ、事業者との情報交換をするとともに委託調査により
交通量調査や施設規模等の検討を行いました。この整備は環六整備終了後に行うため、
それに合わせた全体スケジュールの中での工程としてほぼ計画どおりに進んでいます。

実施の成果 2
　道路事業の進捗状況を踏まえ、鉄道事業者や道路事業者との情報交換や調整を行なう
ことにより、駅周辺の利便性の向上が図られたため成果はありました。

効率性 2
　中井駅利用者の利便性向上のため、道路事業にあわせて高架下空間を活用し、駅周辺
の整備を行う事業であり効率的です。
　委託調査により、周辺交通量の変化や必要な施設規模等を把握することができまし

行政の関与 3
　区が鉄道事業者や道路事業者との調整を行うことにより、地元の利益向上に繋がり、
まちの賑わいを生み出します。そのため、区の関与が必要であり妥当です。

妥当性 3
　新たに生み出される高架下空間と連携させた中井駅周辺の整備は、踏切対策や利便
性、回遊性の向上が図られるため妥当です。

施策寄与度 3
　環状六号線拡幅工事により生ずる高架下の空間を利用し、中井駅周辺の交通の利便性
向上を図ることにより、適切な都市構造の実現が期待できます。
そのため、目的達成に大いに寄与しております。

総
合
評
価

　19年度の評価をBとした理由は、環状六号線工事進捗を進めるため事業説明会等への協
力を行い、概ね計画どおりに街路事業が進んだからです。
　また、駅周辺整備に向けて交通量調査を基にした施設規模等の検討を行い、概ね計画ど
おりに進みました。
　過去３年間の実績では、Bと評価します。
内容は、環状六号線が円滑に進捗するための事業説明会への協力や工事に関する陳情等へ
の機敏な対応を行いました。
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①住民との協議
　整備に当たっての一定の制約条件（都市計画道路環状六号線の整備状況による時間的制
約、高架下空間という物理的制約）のもとで、地域住民の意見を施設整備に取り入れつ
つ、事業を進めていきます。
②民間との役割分担
　西武鉄道と取り交わした駅北口設置への協力を約束する文書をもとに、その具体化を
図っていきます。
　この事業は、第一次実行計画「65中井駅周辺の整備推進」に引き継いで取り組んでいき
ます。
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